






 

指宿枕崎線の将来のあり方の検討に至る背景・経緯 

 

 

○ 指宿枕崎線の現状 
 
 指宿枕崎線（指宿・枕崎間）は地域に不可欠な公共交通手段であるとと

もに，地域づくりや観光の振興等にも貢献する貴重な資産。 

 

 一方で，人口減少，少子化の更なる進行等に伴い，鉄道の利用者は年々

減少傾向。 

   

 

 
○ 将来のあり方に向けた対応 
 
 このような状況のもと，昨年１１月末に九州旅客鉄道(株)社長から「将

来のあり方について地域と一緒に未来志向で議論を行っていきたい」旨の

発言がなされ，県・沿線市，九州旅客鉄道(株)の関係者において，担当レ

ベルでの勉強会を重ね，本年８月に指宿枕崎線の将来のあり方を検討する

ことを目的として，県，沿線市，ＪＲ九州，有識者で構成する検討会議を

設置し，第１回検討会議を開催。 

 

 検討会議では，沿線人口の将来を考えると，生活交通需要のみでは限界

であり，「鉄道」というアセットを活用して地域が稼ぎ出すことができ，そ

の結果，地域の足も確保するという発想があっても良いのではないかなど

の提案もあり，第１回検討会議の方向性として， 

 



 

① 観光客等の外部需要の取り込みをはじめとする利用促進策 

② 路線を活かした地域づくり等について検討し，鉄道の可能性を追求し

ていくといった方針を決定したところ。 

 

 これらの方針のもと，地域づくりには，地域を現に担っている方々や将 

来を担っていく方々とも一緒になって考え，意見を交わしながら，行政や 

民間企業，住民などが連携して，地域の可能性を探り，方向性を見いだし 

ていくことが必要であると考え，今回，ワークショップの開催に至った 

もの。 

 

 










































